














Takahashi (1999) は小説の中に現れる人を示す主語について、‘語り’ と
‘せりふ’ に分け、更に人称別に分けて英語に対応する日本語の主語の出現
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トによって発話者が決めるという Takahashi (1999) の主張を支持する。
3. Takahashi (1999) の研究








一人称 二人称 三人称 合計
英語 日本語 英語 日本語 英語 日本語 英語 日本語
語り 190 90 0 0 218 157 408 247
せりふ  54 6 26 2 51 31 131 39









一方 ‘せりふ’ の部分に於ける主語出現率は一人称 11%、二人称 8%、三




















を基に、日英語のいくつかの例文を取り上げながら ‘語り’ と ‘せりふ’
のコンテクストを話し手の視点から眺めてみる。
















語に対応する一人称主語が現れる。例文の番号の隣の J は日本語、E は





(1E) I was nineteen and traveling alone through the Izu Peninsula. My
clothes were of the sort students wear, dark kimono, high




(2E) I fumbled for tobacco and she handed me the ash tray in front










(3J) 坂道を走った息切れと驚きとで、(私は) ‘ありがとう’ という言
葉が咽にひっかかって出なかったのだ。




(4E) I glanced again at those rich mounds of hair, at the little figure all
the more romantic now for being from Oshima. I questioned
them about the islands.
(5J) (私たちが)男と一緒に私の部屋に帰っていると、まもなく上の娘
が宿の庭にきて菊畑を見ていた。
(5E) We were back in my room when the older of the two young
women came to look at the flowers in the garden.
(6J) 踊子は十七くらいに見えた。
(6E) She was perhaps sixteen.
4. 1. 2. ‘せりふ’ の場合
せりふ部分は小説の中で設定された状況の中の登場人物同士の発話であ
る。‘語り’ の一人称の視点は日本語も英語も外にあることを見てきたが、




























図 3 話し手のコンテクストを見る視点―‘せりふ’ の場合
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(7J) ‘(あなたは)お足が早いですね。’
(7E) “You’re quite a walker.”
(8J) ‘(あなたは)甲府へ行ったことありますか’
(8E) “Have you ever been to Kofu?”
(9J) (あなたは)聞こえましたか’
(9E) “You could hear us?”
(10J) (私は)聞こえましたとも’





(11E) “It’s really too much. I did nothing for you — but I’ll remem-
ber, and I’ll have something for you when you come this way




(12E) “He’s a high school boy,”














(14E) “I’m afraid not. That’s my wife, the older of the two women.
She’s a year younger than you. She lost her second baby on the
road this summer — it only lived a week — and she isn’t really





(15E) “It’s heavier than you’d think.”
(16J) ‘私はあなたが長岡温泉の人だとばかり思っていましたよ’
(16E) “I thought you came from the inn at Nagaoka.”
(17J) ‘私も東京は知ってます、(私は)お花見時分に踊りに行って
―。(私が)小さい時で(私は)なんにも覚えていません’
(17E) “I’ve been Tokyo. I went there once to dance, when the cherries














面”への疑問として単純に “ここはどこ ?” といって済ませるところ
も、そのつど自身を対象に据えて、“私たちは今どこにいますか” のよ

















あったといってよい。古代社会においては “私” とは “公” に対する
概念で、私(己)の立場から、自己を取り巻く “世間”として “公” すな
わち社会をとらえていた。’ 森田(1998: 26)
‘主語とは、話し手が外界から見いだした客観的な対象で、その対象




が身の側からとらえる発想では、主語は必要ない。’ 森田 (1995: 55)
ここで述べられている “私” の視点とはコンテクストの中にある視点で
あり、主観的な一人称の視点であり、そのコンテクストとは “自己を取り
巻く “世間”” の中にあるのではないだろうか。‘世間’ という閉じられた
社会体系の中にあるのではないだろうか。それでは ‘世間’ とは何であろ
うか。




た。(朝日新聞 2006. 4. 28朝刊 p. 1)又、日本銀行の福井俊彦総裁が、批判
されているファンドに投資していることが明らかになった時、金融庁幹部
は ‘世間の目がどうなるかもっと考えるべきだった。’ と発言した。(朝日
新聞 2006. 6. 13 夕刊 p. 1) 又、ヴァイオリニストの千住真理子とインタ
ビュアーとの対話で、インタビュアーは ‘そうでしょうね、それくらい嫌
な目に遭わないと、世間が許しませんよね。’ (週刊朝日 2006. 7. 7. p. 65)
など、‘世間’ という言葉は多く使用されている。‘広辞苑’ を見れば、‘世
間体を気にする’ ‘世間に顔向けできない’ ‘世間づきあい’ ‘世間知らず’
‘世間擦れ’ ‘世間並’ ‘世間話’ ‘世間に出る’ ‘世間は広いようで狭い’
‘渡る世間に鬼はない’ など、‘世間’ という言葉は様々な形で日常茶飯事
に使用されている。








更に、阿部 (1995: 16)は ‘世間’ の定義として ‘個人個人を結ぶ関係
の環であり、会則や定款はないが、個人個人を強固な絆で結び付けている。
しかし，個人が自分からすすんで世間をつくるわけではない。何となく、
自分の位置がそこにあるものとして生きている。’ と述べている。また、  こ
れを ‘非言語系の知’ と呼び、本来個人がつくる社会を意味している欧米
の ‘社会’ とは異なったものであると述べている。(阿部 1995: 27–28)







本稿は ‘世間’ の定義を上の阿部 (1995、2005)によるものと考える。  欧








4. 4. ウチ・ソトと ‘世間’























図 4 井出 (1995)による自己構造の日米比較
116 高橋道子
5. 最後に































2 このデータでは ‘語り’ の二人称は出現していないが、小説の作者が読者に語
りかける場合も想定できるので二人称もコンテクストの中に入れた。
3 例文の太字下線は明示された主語、日本語の例文の ( )内は推測できる主語
を示す。
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